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燃料電池カーポン担体表面の観察・解祈

|
関連製品：走査透過電子顕微鏡 (STEM) 、 二 次電子 (SE) 検出器

お問い合せ先日本電子株式会社 フィ ールドソリュー ション事業部
R&Dビジネスサポー ト部 TEL: 042-542-1 l 06 FAX: 042-546-1044

燃料電池CFC)は発電効率が高く、発電サイクルにおいて水だけを排出するクリ ーン なエネルギーであることから、今後広く普及する
ことが予測されています。しかしながら、発電•停止サイクルに伴うFC 劣化（電圧低下）が問題となっており、劣化機構の解明が求め
られています。
今回は、カ ーボン(C)担体表面に分布した触媒の形態•分布および単原子の可視化を目的とし、二次電子(SE)検出器および球面収
差補正装置を搭載した走査透過電子顕微鏡(STEM)を用いて観察しました。（観察時の加速電圧： 200kV) 

l カ ーボン担体表面の観察(STEM-SEM同時観察）

2次電子(SE)検出器搭載のSTEMでは、ADF(HAADF、LAADF)、BF、SEの最大4画像を同時取得することが可能です。

［サンプルご提供：名古屋大学教授唯美津木先生］
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像強度は原子番号の1.4-2栞に比例するとされる。室い原子は明る＜観察さ八軽い原子は暗く見えづらくなる。
HAADF像で見えづらい軽い原子も観察でき、TEMの明視野に近い像が得られる。また、C担体も可視化される。
低倍では、個々のC担体の大きさ、高倍では、C担体の凹凸構造が観察できる。
また、HAADF像（透過像）との組み合わせにより、C担体上の粒子局在を明確化することができる。

HAADF像（高角度散乱暗視野像）
BF像（明視野像）

SE像（二次電子像）

低一
中

•SE像から、30-50nmのC担体1次粒子が重なり、2次粒子化が観察された。
•C担体表面の凹凸を観察した。
•電子線により人為的に作製した穴を観察した例。数nmの穴の凹凸も観察できる。（赤矢印會）
•Merge像において、黄色い粒子は表面、赤い粒子は裏面（あるいは内部）に局在すると推測される。
•触媒粒子は、C担体の接合部あるいは凹部に多く局在するように見受けられた。
•SE像において、C担体の微細な凹凸が観察された。
•冷却観察での検証も必要であるが、触媒粒子表面を覆う構造が観察された。

•個々のC担体粒子の形状を把握
•C担体表面の凹凸
•C担体表面の粒子の局在
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•C担体表面の構造倍高
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本誌の記戦内容は予告なしに変更することがあります。本誌掲戦の商品は外国為替及び外国貿易法の規制品に該当する堀合がありますので、輸出す
るときまたは日本国外に持ち出すときは弊社までお問い合わせ下さい。 Copyright(C)2016 JEOL Ltd. All Rights Reserved 
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